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● トップメッセージ

ごあいさつ

　株主の皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。

　平素は格別のご支援を賜り厚くお礼申し上げますとともに、当社第41期第2四半期累計期間（平成22年4月1日から平成22年

9月30日まで）の株主通信をお届けするにあたり、一言ごあいさつ申し上げます。

　当第2四半期累計期間における我が国経済は、輸出が全体を牽引してはいるものの、公共投資の減少、急速な円高による輸出

関連企業の収益の圧迫、高どまりの失業率など、景気は依然弱い状態が続いております。

　また、建設業界においては、公共投資は減少基調が継続しており、また、住宅着工も緩やかに持ち直しているものの依然と

して弱い動きをみせており、厳しい市場環境にありました。

　このような状況のなか、当社は世界的環境問題の高まりを受けた太陽光発電関連製品へ資源を集中し、公立の小中学校をは

じめとする公共施設への太陽光発電屋根の提案を積極的に行いました。また、以前からすすめております防水屋根、高機能・

高品質屋根の普及に努めるとともに、住宅専用屋根の拡販にも注力してまいりました。

　この結果、当第２四半期累計期間の売上高は3,639百万円（前年同期比19.9％増）となりました。また、損益面においては、

売上高が増加したことにより、経常損失は40百万円（前年同期224百万円の損失）、四半期純損失は、52百万円（前年同期237

百万円の損失）となりました。

　今後も厳しい市場環境が続くと予想されますが、当社は成長分野である太陽光発電関連製品の開発と受注に集中するととも

に、画期的なアイデアと独創性を追求し、顧客の信頼を得ることにより収益の拡大を図ってまいります。

　株主の皆様におかれましては、なお一層のご支援とご指導を賜りますようお願い申し上げます。

平成22年12月

代表取締役社長

舩 木  亮 亮
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● 財務ハイライト

● 売上高 （単位：千円）
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● 総資産 （単位：千円）
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● 純資産 （単位：千円）
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● 経常利益 （単位：千円）
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● 四半期（当期）純利益 （単位：千円）
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● 一株当たり当期純利益 （単位：円）
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● 財務諸表

四半期貸借対照表

科　　　目 当第2四半期
平成22年9月30日現在

（資産の部）

流動資産 3,320,810

現 金 及 び 預 金 242,235

受 取 手 形 及 び 売 掛 金 1,086,187

完 成 工 事 未 収 入 金 514,701

製 品 437,136

仕 掛 品 15,863

未 成 工 事 支 出 金 386,412

原 材 料 408,568

そ の 他 234,010

貸 倒 引 当 金 △4,307

固定資産 3,244,992

有形固定資産 2,886,516

建 物（ 純 額 ） 652,539

機 械 及 び 装 置（ 純 額 ） 309,692

土 地 1,795,133

そ の 他（ 純 額 ） 129,150

無形固定資産 30,087

投資その他の資産 328,389

そ の 他 498,842

貸 倒 引 当 金 △170,453 

資 産 合 計 6,565,802

科　　　目 当第2四半期
平成22年9月30日現在

（負債の部）

流動負債 3,272,886

支 払 手 形 及 び 買 掛 金 1,449,374

工 事 未 払 金 233,234

短 期 借 入 金 1,282,770

１ 年 内 償 還 予 定 の 社 債 35,000

未 払 法 人 税 等 17,020

製 品 保 証 引 当 金 40,439

そ の 他 215,048

固定負債 2,010,018

社 債 197,500

長 期 借 入 金 1,488,333

退 職 給 付 引 当 金 285,610

そ の 他 38,574

負 債 合 計 5,282,904

（純資産の部）

株主資本 1,283,250

資 本 金 1,266,921

利 益 剰 余 金 30,516

自 己 株 式 △14,186 

評価・換算差額等 △352

そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金 △352

純 資 産 合 計 1,282,897

負 債 ・ 純 資 産 合 計 6,565,802

（単位：千円）
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● 財務諸表

四半期損益計算書

科　　　目
当第2四半期累計期間

平成22年4月  1日～
平成22年9月30日　

売上高 3,639,549

売上原価 2,617,215

売上総利益 1,022,334

販売費及び一般管理費 1,023,700

営業損失（△） △1,366

営業外収益 9,444

受 取 利 息 210

受 取 配 当 金 3,015

仕 入 割 引 1,099

そ の 他 5,118

営業外費用 48,291

支 払 利 息 32,486

そ の 他 15,804

経常損失（△） △40,213

特別利益 1,589

貸 倒 引 当 金 戻 入 額 957

保 証 債 務 取 崩 益 632

特別損失 1,500

投 資 有 価 証 券 売 却 損 1,500

税引前四半期純損失（△） △40,123

法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 12,713

四半期純損失（△） △52,837

四半期キャッシュ・フロー計算書

科　　　目
当第2四半期累計期間

平成22年4月  1日～
平成22年9月30日　

営業活動によるキャッシュ・フロー △518,735

投資活動によるキャッシュ・フロー △122,223

財務活動によるキャッシュ・フロー 480,054

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △160,904

現金及び現金同等物の期首残高 380,077

現金及び現金同等物の四半期末残高 219,172

（単位：千円）（単位：千円）
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● 会社の概況

概要　（平成22年9月30日現在） 事業所一覧　（平成22年9月30日現在）

役員　（平成22年9月30日現在）
株式の状況　（平成22年9月30日現在）

大株主　（平成22年9月30日現在）

創 業 年 月 日 昭和40年4月10日
設 立 年 月 日 昭和46年4月26日
資 本 金 1,266,921,109円
主 な 事 業 内 容
（1）金属屋根製品等の製造販売および設計施工の請負
（2） 太陽光発電システム、屋上緑化システムの製造販売

および設計施工の請負
（3）シート防水屋根材の製造販売および設計施工の請負
（4）各種樹脂モルタルの製造販売および施工の請負
従 業 員 の 状 況

従業員数 平均年齢 平均勤続年数
223名 42.6歳 12.5年

本 社 神奈川県藤沢市湘南台一丁目1番地21

東 北 支 店 仙台営業所、北海道営業所、盛岡営業所、
福島営業所

東 京 支 店
東京営業所、千葉営業所、高崎営業所、
埼玉営業所、新潟営業所、神奈川営業所、
甲信営業所

中 部 支 店 名古屋営業所、静岡営業所、北陸事務所
大 阪 支 店 大阪営業所、京都営業所
中四国支店 岡山営業所、広島営業所、四国営業所
九 州 支 店 福岡営業所、熊本営業所、沖縄事務所
工 場 福島工場、山梨工場、岡山工場
そ の 他 白州技術センター

地位 氏　名 担当および重要な兼職の状況

代表取締役会長 舩 木 元 旦
代表取締役社長 舩 木 亮 亮 海外事業部長
専 務 取 締 役 成 田 修 一 営業本部長
常 務 取 締 役 室 岡 正 己 管理本部長兼総務部長
取 締 役 遠 山 一 德
常 勤 監 査 役 長 島 隆 夫
監 査 役 早 川 治 子 弁護士
監 査 役 増 田 一 郎

発行可能株式総数 29,160,000株
発行済株式の総数 7,716,063株
株 主 数 393名

株　主　名 持　株　数 持株比率
舩 木 元 旦 1,986千株 25.8%

舩 木 商 事 有 限 会 社 724 9.4

舩 木 清 子 631 8.2

全 国 元 旦 代 理 店 持 株 会 501 6.5

元旦ビューティ工業株式会社従業員持株会 333 4.3

関 東 甲 信 越 元 旦 会 持 株 会 306 3.9

元 旦 取 引 先 持 株 会 254 3.3

日 鉄 住 金 鋼 板 株 式 会 社 251 3.2

東 北 北 海 道 元 旦 会 持 株 会 249 3.2

株 式 会 社 横 浜 銀 行 165 2.1
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● トピックス

住宅用太陽光発電「元太（がんた）」新発売

　今年度下期より本格的に住宅用太陽光発電「元太」を市場に投入いたします。「元太」の特長は、太陽電池モジュールの下部に樋の機能
を有する取り付け部材を用います。そのため、一般の屋根置き型ソーラー発電に比べ防水性が格段に向上。PV施工技術者ID講習会にてID
を取得した元旦会の責任施工との組み合わせにより、他社との差別化を訴求し、新たに住宅分野への拡販に努めてまいります。

「ビューティルーフL-100・点検口」新発売！

　嵌合式折板「ビューティルーフL-100」が東京都中央卸売市場大田市場（北・南側屋根付積込場）をはじめ、公共性の高い施設に数多く
採用されております。ビューティルーフL-100は、ハゼ締折板と比べ「耐風圧強度が非常に高い」「高防水性」「施工がスピーディ」である
うえ、ソーラー発電、トップライト（採光）や断熱材との組み合わせにより、省エネ効果を発揮する高機能屋根です。このたび、ビュー
ティルーフL-100のさらなる付加価値として、ソーラー発電やトップライトの維持管理を安全かつ容易に行うことが可能な「点検口」を製
品化いたしました。通常の点検口は外部の固定梯子や作業時に長梯子を使用しておりましたが、当社が開発した点検口は屋根面と同一に
納めることが可能となり、建物の中から屋根に登ることができるため、安全面はもとより、防犯上非常に優れている点が特長です。これ
から増加する太陽光発電システム機器の維持管理には必要不可欠であり、工場、商業施設の新設や駅舎、プラットホームの改修などの新
たな市場開拓を図ってまいります。

東京都中央卸売市場大田市場（南側屋根付積込場） ソーラー発電屋根の必需品「ビューティルーフL-100・点検口」

「元旦ソーラー発電屋根」工事品質の強化に向けた取り組み

　当社は増加するソーラー発電屋根工事の工事品質の強化を図るため、施工協力会で構成され
る元旦会を対象とした「PV施工技術者ID講習会」を実施しております。
　本講習会は、当社白州技術センター（山梨県北杜市）にて3日間で開催。公共産業用をはじめ、
瓦やスレートなど一般住宅に対応した屋根置き型ソーラー発電の施工技術と電気関係の学科
（基礎知識）、施工時の安全確保など、多岐にわたり構成されており、屋根工事全般の品質強化
につながる講習となっております。最終日には試験を実施し合格者にIDを発行。近年、屋根工
事業者以外の業者による工事がもとで漏水事故が増加傾向にある住宅屋根太陽光発電設置工事
に対して、屋根工事のスペシャリストである元旦会が責任施工でおこたえする施工体制を築い
ております（平成22年9月末現在45名取得。今年度100名目標）。

瓦屋根への実技講習

イメージ
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● 株主メモ

株式についてのご案内 当社ホームページのご案内

事 業 年 度 毎年4月1日～翌年3月31日
基 準 日 定時株主総会関係　3月31日

その他、必要があるときには、あらかじめ公
告する一定の日

期末配当金受領
株 主 確 定 日 毎年3月31日

中間配当金受領
株 主 確 定 日 毎年9月30日

定 時 株 主 総 会 毎年6月
単 元 株 式 数 1,000株
株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 〒137-8081
東京都江東区東砂七丁目10番11号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
TEL　0120-232-711（通話料無料）

上場証券取引所 大阪証券取引所ジャスダック市場
公 告 方 法 電子公告（当社ホームページに掲載します｡）

http://www.gantan.co.jp/ir/index.html
ただし、事故その他のやむを得ない事由が生
じたときは、日本経済新聞に掲載します。

（ご注意）
1.  株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を
開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座
を開設されている証券会社等にお問合せください。株主名簿管理人（三菱UFJ信
託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

2.  特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託
銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱
UFJ信託銀行）にお問合せください。

GANTAN BEAUTY INDUSTRY CO., LTD.
本社　〒252-0804 神奈川県藤沢市湘南台一丁目1番地21

TEL. （0466）45-8771　FAX. （0466）45-3031

http://www.gantan.co.jp/
株主・投資家の皆様のお役に立てるよう、決算情報やさ
まざまな会社情報を当社のホームページに掲載しており
ます。今後とも一層の内容充実に努めてまいりますので、
ぜひご参照ください。
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